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＜1 行ア ケ
＜1 行ア ケ

本 稿 は「 感 覚 を つ な ぐ 表 現 活 動 」と し て 「 保 育 内 容 演 習（ 表 現 ）」の 授 業 に お け る 造 形・ 音 楽 を 合
た 作 づ く り と 発 表 の 実 践 を 取 り 上 し た 。 そ の 結 、 学 た ち は 感 い 、 オ ノ マ ト ペ な ど を
が か り に 感 を つ な 、色・ 形・音・ 体 を 通 し て な 表 現 を 試 み て い る と が 明 ら か に な っ た 。「 描 画
と 音 を い た 表 現 」「 音 と を い た 表 現 」「 音 と 動 を い た 表 現 」 な ど な 作 が 発 表 た 。

＜１ 行ア ケ
キーワード：教 員 養 成 課 程 、 保 育 内 容 領 域 「 表 現 」 , 造 形 と 音 楽 の 合 , 表 現 活 動 , コ ロ ナ 禍

＜１ 行ア ケ

教員 養成 にお いて は、 、 学 の 広い 表
現力 の 上を ら いと して 、 音楽 表現 造 形表
現、 体 表現 を結 び付 けた 総 合的 な表 現活 動が
試み ら るよ に なっ てい る（ 智原・下口 2013/
古市・矢 内ら 2015,2016,2017/麓・水谷 2015）。
学 を 象に する け でな く、小学 幼・小・
中の 教員 を 象と した 表現 教育 の 研究 (初 田・井
上 2013) 、5 児を 象 と した 研究 (奥 2016)
もみ ら る 。 た 、 橋（ 2017）は 、保育 者を

象 に、 造形 と音 楽を 結び 付 けた 表現 活 動 につ
いて 、「 力・ 感性 ・創 造性 」「 な発

」「 活 動の 楽し 」「 性 」の 4 つの 点
から 調 査を 行っ た結 、 9 上の 保育
者が 、子 ども の 影響 につ い て 的 な を

っ てい る とを 明ら かに して い る。
音楽 教育 と造 形教 育を と する 筆者 らも

15 から 、 学 が の 感性 を豊 かに 育 み、
指導 者と して 高い と 力 、表 現力 を につ
ける と を目 的に 、音 楽・ 造 形・ 体 の結 びつ

を 視 した 表現 教育 のプ ロ グラ ム開 発を 行っ
て た（ 山野 ・岡 林・ ガハ プ カ 2010/岡林 ・ガ
ハプ カ・山野 2012/岡 林・山野 2020,2021）。
た、共 に表 現教 育の キ スト も作 成し て た (山
野・ 岡林 ほ か 2013, 2018)。 らに 2021 か

らは、共に「 保育 内容 演 習（表 現）」の 授業 を
し てお り、 間を かけ て授 業内 容を し 合 い、
感 をつ な 、音 ・形 ・色 ・ 動 を関 連づ ける

授業 を 画し 、実 践し てい る 。 の授 業で は、
演習 形 によ る表 現活 動（ 造 形・ 音楽 ・ 体）
の体 学 習 、 の 活 を む 教材 研究
も めて いる 。

は「 保 育内 容演 習（表 現 ）」全 15 の
授業 から 、第 11 の授 業「 い・ りを 形・
色・ 音に する ― 覚・ 覚 を 視覚 ・ 覚に つな

る 表現 活動 」を 取り 上 、 授業 内容 につ いて
な を 行っ た。 その 結 、 学 たち は

覚 覚 から 感受 した イ ー を 的 なオ ノマ
トペ で表 し、 そ らを か りに 色 形、 音
と感 覚を つな て 表現 を広 てい る とが 明ら
かに なっ た。 た 、 い り から 感 るイ

ー が 音楽 表現 の基 礎的 要 素と なり える と
に、学 の づ が得 ら た 。（ 岡林・矢野 2022)

そ に続 く本 稿は 、 の 「保 育内 容演 習
（表 現）」の第 12 15 の 授業 にお ける 学
の 子 、オ ンラ イン によ る 出 作 、 り
り ート など から 、 感を ど のよ に つな いで
表現 がな るの か、 活動 か ら得 ら る づ
は か、 オン ライ ン 出に は なる が
るの かな どに つい て す る と を目 指す 。
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本学 児童 学科 の 4 間 にお け る表 現関 の 科
目を表 1 に る 。「 保育 内容 演習（表 現 ）」（表
1 の ） は、 修 科目 とし て 2 の 4 セ
スタ ーに づけ ら てい る。

表 １ 本学児 童学 科の 表現 関 科 目の 一

セ ス
ター

授業 科目

１ 「児 童表 現学 」（ 修）
「幼 児と 表現 」（ 修）

３ 「児 童音 楽Ⅰ 」（ 修）
「児 童図 Ⅰ 」（ 修）

「 保育 内容 演習（表 現 ）」（ 修 ）
「児 童図 Ⅱ 」（ ）
「音 楽 そび 」（ ）

６ 「児 童音 楽Ⅱ 」（ ）
「音 楽 演 習Ⅰ 」（ ）
「お もち 研 究」（ ）
「音 楽 演 習Ⅱ 」（ ）

に 2021 の全 15 の授 業 内容 を表 2 に
す 。 のつ いた が 本稿 の 分析 象 で る。

授業 は 4 クラ スを 矢野 と岡 林 が共 に し てい
るた め、（ 第 2 と 第 3 ）、（ 第 4 と 第 5 ）、
（第 6 と第 7 ）、（第 8 と第 9 ）、（ 第 10

と第 11 ）は、同 内容 で つ のク ラス を
代に して め た。 第 12 でに 学 はキ

ン ス の音 体 し 、 らに の日
の 音日 記を と める と も して おり 、

の りの 音環 境を え る とを 学 で て いる 。
た 、ク ン・ ス を使 っ た表 現 法・

術と して は 色・ か し・ ス クラ ッ など を学
び、 絵の を 使っ た表 現 法 ・ 術 と して はデ
カ コマ ー ・ド リッ ピン グ など につ いも て学

で いる 。

第 1 領域「表 現」の らい / 感を 使
った 活動 につ いて (矢 野・岡林 )

第 2 色を みる ―「実 影 を使 っ
て 活 の 中 の 色 と 間 構 成 を

え る（ 矢野 ）
第 3 と 体 の つ な が り を 感 る ―

オノ マト ペを い て（ 岡林 ）
第 4 で る ― に よ る 覚

を通 した 造形 び （矢 野）
第 5 環 境 を く ― キ ン ス の 音

と音 日記 （岡 林）
第 6 ク ン・ ス を使 った 表現

法・ 術― 色・ か し・ス ク
ラッ （ 矢野 ）

第 7 音 環 境 を 感 る 教 材 と 指 導 法
―絵 本を い た保 育実 践（

） の視 を 通し て― （岡 林）
第 8 絵の を 使っ た表 現 法・ 術

―デ カ コマ ー・ドリ ッピ ン
グな ど（ 矢野 ）

第 9 音 を 描 く ― 楽 の 音 色 と
形・ 色の 関 り（ 岡林 ）

第 10 い を 感 る ― 木 の り に よ
る保 育実 践（ DVD） と 覚
によ る教 材と 指導 法（ 矢野 ）

第 11 い・ りを 形・色・音に す
る― 覚・ 覚 を視 覚・ 覚 に
つな る 表現 法 （岡 林）

第 12 感性 を育 む表 現活 動（ 1）
音楽・造 形・ 体表 現を 合 し
た教 材研 究（ 矢野 ・岡 林）

第 13 感性 を育 む表 現活 動（ ）
音楽・造 形・ 体表 現を 合 し
た表 現 法の 研究（ 矢野・岡林 ）

第 14 感性 を育 む表 現活 動（ ３）
音楽・造 形・ 体表 現を 合 し
た作 づ くり （矢 野・ 岡林 ）

第 15 感性 を育 む表 現活 動（ ）
音楽・造 形・ 体表 現を 合 し
た作 の 発表 （矢 野・ 岡林 ）

表 「保育内 容演 習（ 表現 ）」の 授業 内容
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12 15
章 では 全 15 の授 業内 容 を した が、 本

章で は「 感覚 をつ なぐ 表現 活 動」 とし て 試 みた
第 12~15 の授 業 内容「 音楽・造 形・ 体 表現
を 合し た作 づ くり 」に つい て る。

授 業の 行
(1)は めに 教員 は学 に し 、グ ー プで キ
ン スに 出か け、 る を め て、 そ の音

い、 色・ 形、 感 など を 「 体で 」「 音 で」
「色・形 で」表 して み る とを 明 した 。 た、
図形 楽 をい くつ か 介し 、 描画 をも とに 音
音楽 表現 がな てい る とを えた 。

学 は、表現 のプ ロ セス 程 で上 記の 3 つ の
法 を全 て表 現し てみ て、 そ の中 から 分 たち

のグ ー プに しい 法 を る 。オ ノマ トペ
で表 した り、 体 を使 った り 音 を作 成し て音
楽的 な表 現を した り 、 体表 現を 試み ても よ い。
(2)第 12 で は、 め ら た のキ ン ス
内を グ ープ で し 、 な を め 、ど
のよ な 表現 を試 みる か を し合 い、 その 内容
を ーク ー トに と めて 出 し た。
(3)第 13 で は、 の授 業 で し たキ ン

ス 内の にお ける 表現 活 動に つい て、 体
的な 法 と内 容を し作 づ く りを 行っ た。
(4)第 14 では 、 に 続 作 づく りを 行 い、

発表 に けて の を 行 った 。 作 づ くり
の 程で した 点に つ いて は、 ー ク
ート に とめ て 出し た。 コ ロナ 禍で る と
も し 、第 15 の 発 表は では 行

、 グ ー プが 発表 動画 を 作成 し、 オン ライ
ンに 出 した 。
(5)第 15 では 、「 グ ー プ から 出 た発
表動 画を 視 して 感 た と づい た と 」
「第 12 か らの 一連 の表 現 活動 を通 して 感
た と づ いた と 」を で ー ク ート
に とめ て 出し た。

め ら た で は った が 、学 た ちは キ
ン ス 内を グ ープ で し、 作 にす る
を め 、 感を 通し て な作 づ くり を行

って いた 。い くつ かの を 下 に す。

( )
のグ ー プは 「絵 と音 」 を いて 「 から

た E 校 の学 」の を表 す 作 づく
りを 行っ てい る 。授 業が 期（ 12 16 日 ）5
の 間 で った ので 、キ ン スの は

は くな って いた 。そ した 環境 の中 で学
た ちは E 校 の 学 に っ たラ イト の明 る
、 り の の た 、 の な どを
感 を通 して 感 取り 、描 画に 表し た（図 1 3

）。

図 2 「 か ら た E 校 の 学 」の描 画

図 3 描画をも とに 音で 表現 する 学 たち

図 １ 学 が 「E 校 の 学 」
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描画 表現（ 図 ）の に つい ては 、「 の
中の ライ トが か く、 キラ キ ラ、 ピカ ピカ 、

し てい る 子を オ ン 色 色を 使い 、
広が るよ に して 描い た 。」「 そ を で いる

ン ガの は、 カラ ーペ ン の 感を して
を 表現 した 。」「 の ど よ りし た感 を

出す ため にグ ー の スを 使 い 表 現し た。」「
たい の とし た 子も 色で カク カク と
いイ ー の で 表現 した 。」など と て いる 。
音に つい ては 、「 は く い響 に なる よ
にし た。」「ラ イト が の 中 に るの で、 を

ら しな がら か ら出 し して 、 を つけ
た。」な どの が ら た。

学 の動 画作 か らは 、 の 音が キラ キラ し
たラ イト の 感を 表す よ に 的に い ら
てい るの が えら た 。 た 、 を ち合
る い 感の 音 、ラ ップ の を で つ 音な
どに よっ て、 の いイ ー を表 そ と

し てい る とが 感 取 た。
表３ に のグ ー プの 学 の 感 を とめ た。

表 3 か ら は、グ ープ で一 つ の作 を 上
て表 現す る との 楽し 、 一人 ひと りの 感性
の いを 一つ の作 に る と の し
など が ら て いる [表 3 : ~ ]。 た 、
分た ちの 出 動画 を 的 に し て 認し
た内 容も ら てい る [表 3： ]。

( )
の グ ープ は、 図 のコ ンク リー ト

、 ち 葉な どの な る の上 を く
音を 、 楽 音 を い て表 現し てい る。

点に つい ては 、「女 子大 が く 音を 、
い と 楽 に る もの を い て 表現
した 。 く に よる 音 の い が し た点
で る。」と て いる 。 の グ ープ のよ に、
図形 楽 とな るよ な 描画 活動 は 行っ てお ら 、
女子 大 の の動 音を 分 かり す く表 現す
るた めに 、 い を い た が 象的 に現 る。

表 ３ 描画と 音を い て表 現 した 学 の感

み なで 一つ の 作 を 上 る と 、 グ
ー プ で表 現す る と が す く楽 し く感 ら
た 。
校 内の ラン プ の を どの よ

に表 す か、 そし て 全体 を どの よ に み 合
る かな どに に した 。
4 人 が い 描い てい るイ ー を り 合
る とで が広 が り、 より 豊 かな イ

ー を作 に め む と がで たと 。
成 の楽 で は イ ー し てい る 音を つ

け出 す とが し かっ た。
「 美し い」と感 た と は 共通 して いた が 、

そ を 形に する 表 現法 に は 人 の 感性 が 表
て おり 、一 人 ひと り の を る

のが し かっ た。
)動画 で して み ると、E 校 の の

明か り 、 その りの の の り
な ど が ち と 楽 で 表 て い る と っ
た。

図 4 学 が 「図 の 」

図 6 の を く図 5 コ ン ク リ ー ト 上 を く

図 7 ち葉を み しめ て く
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作成 た動 画は 、 に よ って な る 音
が な 音で リア に 、 た 楽し く に 表現

た ー クな 作 で る （ 図 7 ）。
作 程 でグ ー プが 記 した 3 の ー ク

ート から は、「 の もの し 」 「 音 の
」を 表そ と する が 認 で る。

出 発点 で る図 2 の教 か ら「 」
を通 って 「図 のド アを 開 けて 」 に出 る

の 上を く の 上 を通 る コン クリ
ート の上 を く ち 葉の 上 を くな どの 行

程 での 音 は、 カ サ（ の 上を く 音）
ス（ ドア を 開け る音 ）、 の

たを い た音 （ の 上を 通 る音 ）な ど、 画
の 動と 音の が な 楽 音 で表 現

て おり 、楽 し く視 で る 作 とな って い る 。
表 に、 の グ ー プの 学 の感 を と め た 。

表 から は、 音 の響 の 、 素材 に
より 音が する と の を 感 てい る
とが て 取 る [表 4 : , ]。 た 、 った り
く つけ たり して 、音 を作 り 出す と の楽 し

を 実 感 し て い る と も え ら る [表
4 : , ]。新 たな 表現 の も ら
てい る [表 4 : ]。

一 、 し い音 を表 現す る ため の 楽 を
との し も ら てい る [表 4: ]。

成の 楽 を いる け でな く 、 分た ちで の
り のも のを 使っ て音 を作 り 出す と も音 の

・関 を 出す 上で は 大 な とと いえ
る ろ 。

の グ ープ は、 C 校 の コ ン エ ンス ス
トア の の よ に が る の る を

。 の は 立つ に よっ て る が
くな った り くな った り、 が り する 。そ
の を 表現 しよ と の を と

てい る。
に る 音 の に つ い て 知 る

とが で た。
音は、 行 者の 徴 の 素材、

の 素材 など によ り し 、 り く点 が
素 と 感 た。

よ り本 に い 音 しの ため に 、 りに
るも のを ら した り、 った り、 く つ け
た り し て に る も の の な 表 現 に

て いっ た。その 程 で つ けた な音 の
響 が く、そし て美 しく 、表 現の 性
を実 感し た。

音 は 分 た ち で 作 り 出 る の と い 感
動を 覚え た。

ど の 音 が イ ー に い か を 試 行 し
てい たと ろ 、楽 けで な くカ な ど

の り の も の で も く の の 音 が る
と を発 し た。

は、音 を造 形で 表現 した り、色で 表現 し
たり する と に し てみ たい 。

な 音 をど のよ な 音で 表 現す ると 、
に し て も ら え る か な ど を え な

がら 楽 を とが し く感 ら た。

表 音と動 画で 表現 した 学 の 感

図 「コン エ ンス スト ア の が で る

図 音に合 て 体表 現 をす る学 た ち
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学 たち は の の 、現 実と
の の 境 を表 現す るた め に、 み に を
開け 、カ ラー ー プを 性 なく り 付け た

を 作成 し、 ン ング
ウ （ス ック を

い て を す る と ら
か く の い 音 が 響
く楽 ： 図 10）の 音を

に し て 体 表
現を 行っ てい た。

動画 と ーク ー トか らは 、 作 の
に えて 、楽 の 音と 体 表 現を 関連 づけ よ
とす る が みら た 。 かに 響 を広 る

ン ン グ ウ の音 には 、「 体 を に く
く 動か し、 な 間 を 表現 する 」と い
記 が ら た。

た 、 ラス ラッ プ（図 11）と い 上部 の
を で っ て らす 楽 を 音の の中 にア

ク セ ン ト と し て 取 り
、そ の響 を「

ー ン」「 カ ッ 」と
い オ ノ マ ト ペ で 表
して いる 。そ して 、楽

の 音 の 響 に 、「 体
を る る と る

て 、 た目 を る 」 とい を 試み
てい た。 ら に「 びを し て くな った 体を

い と ろに るみ たい に 表現 する 」と い
動 には 、マ ッ クイ ンキ で 「キ ュッ 」と い
音を 出し て合 る も み ら 、 ー クで
楽し い表 現と なっ てい た。

表 に、 の グ ープ の学 の感 を と め
た。 表 から は、 学 たち が 「 の 」 とい

い ーマ を つけ 、 楽し で 表現 に取
り で いた と が読 み取 る [表 5: ]。作
成し た学 た ちが 感 た楽 し は 、 動 画を 通し
て る者 にも 楽し そ な が って くる 。

一 、表 現を 試み る 程で 感 た し も 記
て いる [表 5 ]。 そ が 真 に表

現と 合い 、感 覚を つな い で広 る 作 づく
りの し を グ ープ で力 を 合 て り え
てい った と が理 で る 。

に た「 描画 と音 を い た表 現」「 音と
を い た表 現」「 音と 動 を いた 表 現」

に、 立体 的な 造形 を む 描 画と 音を 合 た
作 もみ ら た 。図 12 は、音 楽 の 水の
を表 そ とし た作 で る 。 描画 にス トロ ーを

っ て り付 けた り、 ひ も をつ けて 立体
的な 表現 を し たり 、ク ス を使 った に
全体 にス ッ タリ ング の 法 を いて 、水 を表
す も 試み てい る。

図 13 は E 校 の で 感 た 音の イ ー
を表 現し た作 で る 。 ー ク ート と動 画か
らは 、 中 に え て た リ コプ ター の音
を ー でく るく ると 立体 的 な形 を作 って 表現
した り、 音 のコ コ を 形 色 で表 現す るな
ど、 と立 体の を いて し てい る。

音 と リ ン ク す る 動 を え る の が と て
も楽 しか った 。

目 で感 て そ を音 体、造 形
で表 現す るの は楽 しい と った 。グ ー プ
で 一 つ の 作 を 作 る と で 、「 達 の 音 の

え 、表現 の に 発 が った 。達
成感 が感 ら る 活動 で った 。

な を な リ ズ ム 大
、体 の動 で 表現 した 。実 に表 現し て

みて、 か ら そ な を
え る とが で たの では ない か と 。
「 の中 の な 間 」を ー マと し

て表 現を え たが 、目 を通 して 感 た
と を の 感 覚 を い て 表 現 す る 作 業 は

では なか った 。
をど って 表そ か と え た に、
を作 ると い 案が 出て た 。 しか し、

実 に作 って みる と、イ ー と と い
と も り 、 表 現 す る し を 感

た。

表 音と動 で 表現 した 学 の 感

図 10 ン ング ウ

図 11 ラス ラッ プ
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学 たち は の 表現 活動 に おい て、 どの よ
に 感覚 をつ な 表現 を試 みて い たの ろ か 。

そし て、 活動 から はど のよ な づ が得 ら
た ろ か。 た 、コ ロナ 禍 のた め に 発表 を

で はな く動 画を 作成 しオ ン ライ ン 出に した
と には 、 が っ た ろ か 。 ら の点

につ いて 、授 業 程で 出 た ー ク ート
と授 業 の り り ート の 内容 をも とに
を める 。
（ １） ど のよ に 感覚 をつ な 、表 現 した の か

B 校 1 を作 づ くり の と して グ
ー プを 一 に る と、 ー ク ート に は「B

校 1 では 院の い を感 た 。そ
から の 音 ガラ スが つか るよ な 『カ
ンカ ン』『 キン キン 』とい た く い音 、素

く く 『コ コ 』 とい 音を 連 した 。色
は ・ ・ ・水 色な どの 色を 感 、形 では

い を連 し たの で、 学 のイ ー
に 発展 た」 と ら てい た。 下 部の

記 に 目す ると 、学 たち が「 い 」 「 音」
「 」 「色 」「形 」 と 、 覚 から 感 た感
覚を 覚 、視 覚 と て 描 画表 現 と発 展

た と が読 み取 る 。 た、オノ マト ペの「カ
ンカ ン」「キ ン キン 」「 コ コ 」 に共 通に

る 子 音 「 k」 は 、「 い 表 ・ 動 作 の し 」
を感 る 音象 徴 (浜野 2014)の 徴 がみ ら 、
のグ ー プが 色 の 形を 数 み 合

た 学 で し を イ ー
る作 表 現し た とが 理 で る 。

た 、「 いた の素 材を オ ノマ トペ で表 し、
その 音か ら感 る イ ー に どの よ な音 が

し いか と試 行 を した 。」とい 学 の 記
から は、「 みし めた 感 」 「オ ノ マト ペ 」
「音 」と い で表 現し よ と する が え
る。 には 、視 覚と 覚 と 覚 をつ ない で表
現に る 程 が て取 る 。

ら に「 日 の 古い 、現 は 使
てい ない のに 明か りが つい て いる な

を え たい と えた 。明 る いイ ー の
けで なく 、使 なく なっ た の の く て
いイ ー を 表現 する ため に 、ク ンで 画

を く り つ した 」と い 記 に は、
な を え る感 性と 感 覚を 視覚 と つな

いで 表現 しよ と する 程 が え ら る。
た 、「 かっ た とを の 音 で表 現す るた め

に、 水色 のす ら ープ を り 付け 、 らし
て音 が出 るよ に した り 、 たい 感 を出
すた めに 小 な高 い音 を使 った 。」とい 記 に
は、 を感 る 覚 に、 色 音 を感 る 視覚
と 覚が 合 っ て作 表 現 と つな がっ た
程を 理 する と がで る 。

の よ に、 学 たち は目 に え ない 感
い 、オ ノマ トペ など を が かり に を ら

して 色・ 形・ 音・ 体 で豊 か な作 づ くり を行
い、 表現 活動 を試 みて いた 。

図 12 音 楽 の 水 の を 音 で 表 現 を す る 学

図 13 E 校 の を 立 体 的 な 描 画 で 表 現 す る 学

図 14 B 校 1 を表 現し た作
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（ ） 活動 から ど のよ な づ が 得 ら た か
「 同 の 人と のイ ー の共 が とて も楽

しい と と づ いた 。」「 活 動を 通し て、
で 分が づ いて いな かっ た 音 い 、
に づく と がで た 。他 の 人と す と で
分に はな い を 知る と がで た 。」など 、グ

ー プ活 動を 通し た づ が得 ら て いた 。
た 、「他 の の表 現 作 を て 、 な 表

現の が る とに づ いた 。」「そ の に行
かな くて も、 の イ ー が く表
現 て いる と った 。そ の に どの よ な音
が って いた のか を す る と もで た 。そ
の日 の 間 の 子も 分 かり 、 かっ
た。」など 、他 のグ ー プの 発 表を 通し ての づ

が 得ら た と が える 。 ら に、「 感 を使
って 楽し む活 動は 子ど もも 楽 しめ る ろ し、
そ の を で る ので 、 い と感

た 。」な ど、保育 活動 につ な がる づ を 得て
いる と も明 らか にな った 。

（ ３ ）学 は 活動 を 通し て を感 て い たか
学 の記 に は、「 え ・感 ・表現 の

など 、人 によ って も のを 一つ の作 に
する と は に し いが 、 分 はど のよ に
感 たか 、ど のよ に 表現 し たい かな どの
を出 し合 とで 作 が と っ てい く とに

び と楽 し を覚 えた 。」「 ひ とり で作 り上 る
上 の達 成感 を と がで たと 感 た。」

など 的な 感 が く ら た が、一 で「
が いと 感 たも のが 他の 人 のイ ー と は
なっ てい たり 、 も りで 、 グ ープ で を

一 しな がら 作 を作 る と の し を実 感し
た。」とい 感 も みら た 。授業 を通 して 学
が感 た 内容 を に 読み 取 り、 の授 業
画に 活か して いく と が 要で る。

（ ）オ ンラ イン に よる 動画 出 の
初 は作 の 発表 を で 行 で っ た

が、 コロ ナ禍 のた めに 動画 を 作成 しオ ンラ イン
で 出す る とに した 。 では ない ので 、
の音 動 に よる 表現 に る とが で ない
とい マ イナ ス は るが 、 学 たち は 分が

する クラ ス の 発表 も 視 で 、 な
表現 に る 会 を得 る と がで る とい プ
ラス も 認 で た。

た 、「発 表を り え た は 、 分た ちの
えた い とを ち と え る と がで た とい

達 成感 が大 か った 。」と い 学 の 記 から
は、 発表 に して 、 も り しが で る動
画作 成は ら に 分 たち の 表現 した い とを

え る とが で る 法で も る 。 た、
も視 し 、 分た ちの 演 を 的に え る
とが で るの も リッ トで る と いえ る 。

教員 によ る に おい ても 、 作 を り し
て視 す る とが で 、 か い表 現に つい ても

とす と なく 、 ち着 い て に で
る とが プラ ス で ると い えよ 。 ら に、
作 が るの で の 授業 の と し て活
かす と もで る 。

の の 活動 は、 筆者 らに と って も初 めて の
試み で り 通 ない と も っ たが 、 学 た
ちの 感 など から は、 表現 す る との 楽し

を 感 ら た とが えた 。 の 活動
が保 育者 を目 指す 学 たち の 感性 を 広 る と
の一 助に な よ いと 。

コロ ナ禍 とい とも り 、 表現 活動 には
を なく る とも った 。オ ンラ イン

での 動画 出 につ いて は、 和田 ら (2021)が 指
るよ に 課題 も る が 、 らに 実 した
表現 活動 を し 、 の 授 業内 容を え てい

た い。
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(38) , 39-63

＜１ 行ア ケ
付記

本稿 は岡 林が 全体 構成 を行 った 。 1 章 と 2 章を
岡林 と矢 野が 、そ の他 を岡 林 が執 筆し た。 本研
究は 、JSPS（課 題番 号 17K04889 代 表者：岡林
典子 「協 同性 の育 ちに 着目 し た幼 小接 続に おけ
る 音 楽 教 育 の プ ロ グ ラ ム 開 発 」 / 課 題 番 号
19K02821 代 表者：矢野 真「 幼 小連 携の ため の保
育・教育 実践 にお ける 木 育教 材開 発 」）の助 成を
受け てい る。




